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人がきらめき　だれもが安心・安全に
暮
ら
せ
る
ま
ち
五
霞
の
実
現
に
向
け
て

　
平
成
25
年
度
第
１
回
五
霞
町
議
会

定
例
会
の
開
催
に
当
た
り
、
染
谷
町

長
か
ら
今
年
度
の
町
政
運
営
に
関
す

る
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
未
だ
、
応
急
仮
設
住

宅
で
の
生
活
が
続
い
て
い
る
な
ど
、

震
災
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
ま
で
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
自
助
へ
の
取
組
み
と
、
互

い
に
助
け
合
う
連
携
の
視
点
か
ら
の

被
災
地
へ
の
支
援
、
周
辺
自
治
体
及

び
関
係
団
体
と
の
災
害
協
定
の
締
結

等
に
つ
い
て
、
今
後
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
社
会
の
繋
が
り
は
、

防
災
面
だ
け
の
自
助
、
共
助
、
公
助

の
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
や
子

育
て
支
援
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

防
犯
な
ど
様
々
な
分
野
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
生
活
形
態
の
変
化
や
価
値
観

が
多
様
化
す
る
な
か
、
人
々
の
評
価

基
準
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
複
雑
な

世
の
中
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
情
報

通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
誰
も
が

欲
し
い
情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
、

発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
半
面
、
人
と
人
と
が
直
接
向
き

合
う
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、
あ
ら

た
め
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
と
と
も
に
、
社
会
の
絆
、
地
域
の

絆
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
地
域
の
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
需
要
や
政
策

効
果
の
発
現
等
に
よ
り
、
経
済
面
の

一
部
で
、
回
復
に
向
け
た
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
財
政
健
全
化
や
医

療
、
介
護
、
年
金
と
い
っ
た
社
会
保

障
制
度
の
再
編
な
ど
、
極
め
て
重
要

な
課
題
の
先
行
き
が
見
え
な
い
こ
と

や
、
若
年
層
雇
用
の
縮
小
な
ど
に
よ

り
、
社
会
全
体
に
慢
性
的
な
閉
塞
感

が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
景
気
回
復

や
雇
用
状
況
の
改
善
は
、
基
礎
自
治

体
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実

施
可
能
な
対
策
を
推
進
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
等
の

一
般
財
源
の
減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

大
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震
化

等
に
伴
う
大
規
模
修
繕
、
さ
ら
に
、

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周

辺
開
発
な
ど
、

町
の
発
展
に
寄

与
す
る
将
来
的
な
財
政
需
要
を
考
慮

す
る
と
、
今
後
も
、
更
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況

の
下
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
25
年
度

の
予
算
編
成
は
、
第
５
次
五
霞
町
総

合
計
画
の
将
来
像
「
人
が
き
ら
め
き

　
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
　
暮
ら

せ
る
ま
ち
　
五
霞
」
の
着
実
な
実
現

に
向
け
、
将
来
に
向
け
た
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
力
強
く
実
行
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
思
い
に
応
え

る
た
め
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
向
け
た
施
策
を
重
点
的
に
進
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
組
ん
で
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
編
成

い
た
し
ま
し
た
新
年
度
予
算
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用

し
、
時
代
に
即
し
た
財
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
第
５
次
五
霞

町
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
次
の
６
つ

の
事
項
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
・
防
災
・
防
犯

  

災
害
時
の
連
絡
体
制
の
強
化

  

防
災
体
制
の
充
実

  

地
球
温
暖
化
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
向
上
の
取
組

  

児
童
生
徒
の
安
全
確
保

健
康
・
子
育
て
・
福
祉

  

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向
上

  

健
康
教
育
の
充
実

  

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上

  

予
防
接
種
の
接
種
率
の
向
上

  

子
育
て
支
援
の
充
実

  

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

教
育
・
文
化

  

教
育
活
動
指
導
員
の
配
置

  

英
語
指
導
員
派
遣

  

指
導
主
事
の
設
置

  

中
央
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

  

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事

都
市
基
盤
・
生
活
基
盤

  

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整
備
事
業

※
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
と
し
て
バ
ス
の
実
証
運
行

※
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

水
道
施
設
の
一
元
化

  

環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事

実
施
設
計

  

農
業
集
落
排
水
台
帳
の
整
備産

　
業

  

「
道
の
駅
ご
か
」
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
整
備

 

担
い
手
育
成
支
援
事
業

 

生
産
調
整
に
関
す
る
業
務
の
円
滑

な
推
進ま

ち・地
域
づ
く
り・行
財
政
運
営

  
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進

 

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ご
か
り
ん
」
に
よ
る
町
外
へ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動

 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

 

第
２
次
行
政
改
革
運
営
プ
ラ
ン
実

施
計
画
（
後
期
分
）
の
策
定

　
以
上
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
案

な
ど
、
議
案
の
大
要
と
町
政
に
対
す

る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
執
行
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
一
層
の
自
覚
と
研
鑚

を
積
む
と
と
も
に
、
私
自
身
が
先
頭

に
立
ち
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
２
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
人
々
の
記
憶
が

徐
々
に
薄
れ
、
風
化
し
て
き
て
い
る

よ
う
な
報
道
も
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
、
あ
の
時
国
民

誰
も
が
感
じ
た
「
思
い
」
を
決
し
て

忘
れ
ず
、
あ
の
時
を
原
点
と
し
て
、

「
わ
が
ふ
る
さ
と
五
霞
」
の
輝
か
し

い
未
来
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ

ー
ド
「
絆
」
を
旗
印
に
、
町
の
将
来

像
「
人
が
き
ら
め
き
だ
れ
も
が
安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
五
霞
」

の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
25

年
度
に
臨
む
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（ 

全
文
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

豊
か
な
自
然
と
安
全
を
育
む

第
１
点
目

健
や
か
と
安
ら
ぎ
を
育
む

第
２
点
目

人
と
文
化
を
育
む

第
３
点
目

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
育
む

第
４
点
目

豊
か
さ
と
活
力
を
育
む

第
５
点
目

と
も
に
ま
ち
を
育
む

第
６
点
目

平
成
25
年
度

施
政
方
針
（要旨）



地方譲与税
6,000万円
1.5％

地方消費税交付金
1億1,900万円

3.0％

地方交付税
5億3,000万円
13.5％分担金及び負担金

5,879万円
1.5％

国庫支出金
2億4,398万円

6.2％

県支出金
1億9,657万円

5.0％

繰入金
3億9,987万円
10.2％

町債
2億400万円
5.2％ その他

2億4,565万円
6.3％

歳入
39億3,000万円

民生費
11億2,830万円

28.7％

歳出
39億3,000万円

町税
18億7,214万円

47.6％

総務費
5億569万円
12.9％

議会費
8,075万円
2.1％

その他
2,449万円
0.6％

公債費
4億9,809万円
12.7％

教育費
3億6,963万円

9.4％

消防費
2億2,098万円

5.6％

土木費
4億212万円
10.2％

農林水産業費
2億6,329万円

6.7％

衛生費
4億3,666万円
11.1％
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特　別　会　計 金　　　額

国 民 健 康 保 険 会 計 11億7,000万円 （5.9％）

後期高齢者医療会計 1億4,650万円 （3.9％）

介 護 保 険 事 業 会 計 6億6,800万円（11.7％）

公共下水道事業会計 3億6,500万円 （7.4％）

農業集落排水事業会計 1億8,000万円 （9.8％）

合　　計 25億2,950万円 （7.7％）

企業会計 科　目 金　　額

水道事業会計

収益的収入 4億1,787万円 （▲4.5％）

収益的支出 4億1,748万円 （▲4.4％）

資本的収入 1億1,380万円 （1,085.4％）

資本的支出 3億4,883万円 （58.1％）

※（　　　）内は前年度当初予算に対する増減率

特別会計 企業会計

一般
会計

歳出：町民１人当たり予算額
（人口9,386人／平成25年3月1日現在）

歳　　出　　　　　（円）
議 会 費 8,603

総 務 費 53,877

民 生 費 120,211

衛 生 費 46,523

農 林 水 産 業 費 28,051

土 木 費 42,843

消 防 費 23,544

教 育 費 39,381

公 債 費 53,067

そ 　 の 　 他 2,609

合　　　計 418,709

歳入：町民１人当たり予算額
（人口9,386人／平成25年3月1日現在）

歳　　入　　　　　（円）
町 税 199,461

地 方 譲 与 税 6,393

地方消費税交付金 12,678

地 方 交 付 税 56,467

分担金及び負担金 6,264

国 庫 支 出 金 25,994

県 支 出 金 20,943

繰 入 金 42,603

町 債 21,734

そ 　 の 　 他 26,172

合　　　計 418,709

平
成
25
年
度

当
初
予
算



事 業 一 覧主 要平成25年度
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○
地
域
防
災
対
策
推
進
事
業	

（
総
務
課
）

防
災
無
線
受
信　

防
災
ラ
ジ
オ
購
入

	

６
１
２
万
円

　
災
害
時
要
援
護
者
及
び
地
域
支
援
者

に
防
災
行
政
無
線
が
受
信
で
き
る
防
災

ラ
ジ
オ
を
設
置
す
る
。

○
防
犯
灯
設
置
管
理
事
業	

（
財
務
課
）

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置	

90
万
円

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
消
費
電

力
を
抑
制
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
切
替

え
を
順
次
行
っ
て
い
く
。

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

	

（
建
設
環
境
課
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る

補
助	

２
０
０
万
円

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た

新
規
の
個
人
住
宅
を
対
象
に
、
１
件
当

た
り
10
万
円
を
上
限
に
補
助
を
行
う
。

第
１
点
目

豊
か
な
自
然
と

　
　
安
全
を
育
む

環
境
・
防
災
・
防
犯

新
規

新
規

○
特
定
健
康
診
査
等
事
業	

（
町
民
税
務
課
）

　
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
、
特
定
健
康
診
査
に
対

す
る
受
診
率
の
向
上
を
図
る
。 

４
４
７
万
円

○
健
康
増
進
事
業	

（
健
康
福
祉
課
）

　
日
常
の
健
康
管
理
や
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

各
種
検
診
を
は
じ
め
禁
煙
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
健
康
教
育
を
実
施
す
る
。

	

１
，
８
７
９
万
円

○
健
康
づ
く
り
推
進
事
業	

（
健
康
福
祉
課
）

　
健
康
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
保
健
指
導
の
充
実
や
各
種
健
康
教
室
へ
の

参
加
を
促
す
。 

１
１
０
万
円

○
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業	

（
健
康
福
祉
課
）

　
緊
急
時
に
適
切
な
処
理
が
で
き
る
よ
う
、
災
害

時
要
援
護
者
等
に
救
急
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。

	

16
万
円

○
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業	

（
町
民
税
務
課
）

　
少
子
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
晩
婚
化

・
未
婚
化
対
策
と
し
て
、
独
身
男
女
の
出
会
い
・

結
婚
を
支
援
し
て
い
く
。 
８
万
円

第
２
点
目

健
や
か
と
安
ら
ぎ
を
育
む

健
康
・
子
育
て・
福
祉

新
規

新
規

○
公
民
館
施
設
管
理
事
業	

（
教
育
委
員
会
）

　
　
公
民
館
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
。

 

２
６
０
万
円

○
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
事
業	

（
教
育
委
員
会
）

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事

を
実
施
す
る
。 

２
，
３
８
０
万
円

第
３
点
目

人
と
文
化
を
育
む	

教
育
・
文
化

新
規

新
規

人がきらめき　だれもが安心・安全に
暮
ら
せ
る
ま
ち
五
霞
の
実
現
に
向
け
て
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○
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整
備
事
業	

（
建
設
環
境
課
）

　
企
業
誘
致
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
圏
央
道
沿
線
地
域
協
議
会
へ

の
負
担
金
や
企
業
誘
致
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
事
業
主
体
と

な
る
組
合
へ
の
運
営
助
成
な
ど
を
行
う
。 

２
０
５
万
円

○
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業	

（
総
務
課
）

　
町
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
の
た
め
、
新
規
バ
ス
実
証
実

験
を
行
う
。 

１
，
１
６
５
万
円

○
水
道
施
設
整
備
事
業	

（
上
下
水
道
課
）

水
道
施
設
一
元
化
計
画	

１
億
円

　
川
妻
浄
水
場
に
埼
玉
県
水
を
受
水
す
る
と
と
も
に
、
２
系
統
の

給
水
区
域
を
一
元
化
し
、
全
域
に
配
水
す
る
。

○
下
水
道
施
設
整
備
事
業	

（
上
下
水
道
課
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
実
施
設
計
委
託
費	

２
，
０
０
０
万
円

　
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行
う
。

第
４
点
目

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
育
む

都
市
基
盤
・
生
活
基
盤

第
５
点
目

豊
か
さ
と
活
力
を
育
む	

産
　
業

○
隣
保
館
施
設
管
理
運
営
事
業	

（
総
務
課
）

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
老
朽
化
し
た
空

調
、
ト
イ
レ
、
壁
、
天
井
等
を
改
修
し
、
住
民
の

利
用
促
進
を
図
る
。 

３
，
６
０
０
万
円

○
行
政
管
理
事
業	

（
財
務
課
）

　
第
２
次
行
政
改
革
運
営
プ
ラ
ン
実
施
計
画
（
後

期
）
の
策
定
を
行
う
。 

０
万
円

第
６
点
目

と
も
に
ま
ち
を
育
む

ま
ち
・
地
域
づ
く
り
、行
財
政
運
営

新
規

新
規

○
「
道
の
駅
ご
か
」
振
興
事
業	

（
産
業
課
）

道
の
駅
ご
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事（
第
２
期
）等

	

２
，
５
０
０
万
円

　「
道
の
駅
ご
か
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
整
備
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
。

○
担
い
手
育
成
支
援
事
業	

（
産
業
課
）

新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
事
業	

１
５
０
万
円

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
就
農
時
の
年
齢

が
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者
に
対
し
て
の
支
援
を
行
う
。

○
担
い
手
育
成
支
援
事
業	

（
産
業
課
）

農
地
集
積
推
進
事
業	

２
４
０
万
円

　
農
地
集
積
の
支
援
と
し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
経
営
体
に
農
地
を
提
供
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、

農
地
集
積
協
力
金
を
交
付
す
る
。

○
担
い
手
育
成
支
援
事
業	

（
産
業
課
）

　
農
業
後
継
者
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
農
業
経
験
の
浅
い

農
業
後
継
者
等
を
対
象
に
、
必
要
な
知
識
や
生
産
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。 

30
万
円

新
規

新
規

新
規



地域交通運行計画案の概要

これまでの検討経緯

朝晩ルートのイメージ図日中ルートのイメージ図

今後のスケジュール

平
成
25
年
秋
の
試
験
運
行
開
始
に
向
け
た

が
、ま
と
ま
り
ま
し
た

地
域
交
通
運
行
計
画
案

▲

町内の循環バスは、町内を２地区に分け、曜日別に運
行（車両１台）する。▲

路線バスは、現在の幸手駅～町役場から南栗橋駅まで
延伸するよう朝日バスに要望していく。

▲

通勤・通学の利用者を考慮して、新たに江川～南栗橋
駅まで往復で運行する。▲

現在の路線バスの運行便数を増やすために、運行区間
を朝日自動車㈱と調整する。

現在

運行計画決定
関係機関との調整、事業計画の作成、運行事業者の選定

平成25年６月
運 行 準 備

バス停設置、ルートマップ・時刻表の作成

平成25年秋頃
試 験 運 行
実態調査、アンケート調査

　朝晩は通勤・通学に利用し、日中は公共施設の利用や
買い物、通院など日常生活の移動手段としてご利用でき
るよう検討を進めてまいります。
　また、試験運行を行いながら、実態調査やアンケート
調査を踏まえた評価を行い、ルート、ダイヤ等の見直し
を行っていきます。

栗橋駅

南栗橋駅

支線幸手駅
幹線（路線バス）

東ルート

西ルート

町役場

ベイシア

原宿台

ふれあい
　　センター

栗橋駅

南栗橋駅

支線幸手駅
幹線（路線バス）

町役場

ベイシア

原宿台

ふれあい
　　センター
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人がきらめき　だれもが安心・安全に
暮
ら
せ
る
ま
ち
五
霞
の
実
現
に
向
け
て

　
町
で
は
、
平
成
23

年
か
ら
五
霞
町
地
域

公
共
交
通
会
議
を
組

織
し
、
住
民
の
誰
も

が
日
頃
の
お
出
か
け

に
使
え
る
公
共
交
通

を
目
指
し
て
、
住
民

・
交
通
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

を
開
催
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
五
霞
町
に
ふ
さ
わ
し

い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
地
域
交
通
運
行
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
運
行
計
画
案
を
基
に
、
関
係
機
関

と
調
整
し
、
運
行
ル
ー
ト
、
時
間
、
回
数
な
ど
を
五

霞
町
地
域
公
共
交
通
会
議
で
決
定
し
、
本
年
秋
か
ら

試
験
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
を
引
き
続
き
、

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

①
朝
晩
ル
ー
ト

江
川
地
域
〜
南
栗
橋
駅
を
往
復
す
る
運
行

朝
６
時
頃
〜
９
時
頃
、
夕
方
16
時
頃
〜
21
時
頃

②
日
中
ル
ー
ト

町
内
を
東
と
西
の
２
地
区
に
分
け
曜
日
別
に
運
行

　
午
前
10
時
頃
〜
午
後
４
時
頃

③
運
行
日
（
予
定
）

月
〜
土
曜
日

（
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
運
休
）

④
運
賃
　
未
定

　
（
６
月
頃
ま
で
に
決
定
予
定
）

⑤
試
験
運
行
期
間

　
平
成
25
年
秋
頃
〜
平
成
26
年
９
月

　
五
霞
町
地
域
公
共
交
通
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
メ
ン
バ
ー
を
母
体
と
す
る
運
営
協
議
会
を
組
織
し
、

住
民
・
運
行
事
業
者
・
町
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

交
通
の
試
験
運
行
に
取
り
組
む

　
10
人
乗
り
程
度
の
ワ
ゴ
ン

型
車
両
を
使
用
し
て
、
路
線

バ
ス
と
同
様
に
決
ま
っ
た
ル

ー
ト
・
時
間
に
運
行

運
行
内
容

運
行
方
法

運
行
体
制



地域交通運行計画案の概要

これまでの検討経緯

朝晩ルートのイメージ図日中ルートのイメージ図

今後のスケジュール

平
成
25
年
秋
の
試
験
運
行
開
始
に
向
け
た

が
、ま
と
ま
り
ま
し
た

地
域
交
通
運
行
計
画
案

▲

町内の循環バスは、町内を２地区に分け、曜日別に運
行（車両１台）する。▲

路線バスは、現在の幸手駅～町役場から南栗橋駅まで
延伸するよう朝日バスに要望していく。

▲

通勤・通学の利用者を考慮して、新たに江川～南栗橋
駅まで往復で運行する。▲

現在の路線バスの運行便数を増やすために、運行区間
を朝日自動車㈱と調整する。

現在

運行計画決定
関係機関との調整、事業計画の作成、運行事業者の選定

平成25年６月
運 行 準 備

バス停設置、ルートマップ・時刻表の作成

平成25年秋頃
試 験 運 行
実態調査、アンケート調査

　朝晩は通勤・通学に利用し、日中は公共施設の利用や
買い物、通院など日常生活の移動手段としてご利用でき
るよう検討を進めてまいります。
　また、試験運行を行いながら、実態調査やアンケート
調査を踏まえた評価を行い、ルート、ダイヤ等の見直し
を行っていきます。

栗橋駅

南栗橋駅

支線幸手駅
幹線（路線バス）

東ルート

西ルート

町役場

ベイシア

原宿台

ふれあい
　　センター

栗橋駅

南栗橋駅

支線幸手駅
幹線（路線バス）

町役場

ベイシア

原宿台

ふれあい
　　センター
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公共交通システムの取り組み

平
成
24
年
８
月

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

【
検
討
内
容
】
五
霞
町
に
ふ
さ
わ
し
い
交

通
に
関
す
る
方
向
性
検
討

○ 

既
存
路
線
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
向
上

○ 

路
線
バ
ス
に
接
続
す
る
支
線
交
通

○ 

そ
の
他
工
夫
（
企
業
バ
ス
と
の
連
携
、

運
行
経
費
の
工
夫
な
ど
）

平
成
24
年
９
月

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

【
検
討
内
容
】
五
霞
町
に
ふ
さ
わ
し
い
交

通
に
関
す
る
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
検
討

○ 

既
存
路
線
バ
ス
の
改
善
（
ル
ー
ト
の
延

伸
な
ど
）

○ 
朝
夕
は
通
勤
通
学
需
要
を
踏
ま
え
運
行

本
数
を
設
定

○ 

日
中
は
運
行
本
数
が
少
な
く
て
よ
い

○ 

路
線
は
ス
ー
パ
ー
「
ベ
イ
シ
ア
」
へ
ア

ク
セ
ス
で
き
、
町
域
全
体
を
カ
バ
ー
で

き
る
も
の
が
望
ま
し
い

平
成
24
年
11
月

公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
実
施

○ 

五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
聞
き
取
り
調
査

及
び
過
疎
地
有
償
運
送
利
用
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

※
次
ペ
ー
ジ
参
照

○ 

公
共
交
通
会
議
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
委

員
に
よ
る
視
察
研
修
（
日
立
市
視
察
）

平
成
24
年
12
月

第
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

【
検
討
内
容
】
五
霞
町
地
域
交
通
運
行
計

画
案
の
検
討

○ 

朝
晩
は
通
勤
通
学
利
用
を
想
定
し
、
遠
い
エ

リ
ア
と
駅
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
ル
ー
ト
を
検
討

○ 

日
中
は
買
い
物
利
用
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
町
内
を
２
地
区
に
分
け
、
曜
日
別
に
運

行
○ 

ル
ー
ト
は
、
役
場
、
ベ
イ
シ
ア
、
道
の
駅
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る

○ 

自
由
に
降
車
で
き
る
よ
う
に
す
る

○ 

協
議
会
を
組
織
し
、
様
々
な
機
会
に
情
報
発

信
を
行
う

平
成
25
年
２
月

第
５
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

【
検
討
内
容
】
地
域
交
通
運
行
計
画
案
で
提
案

し
た
ル
ー
ト
の
具
体
的
検

討
○ 

東
ル
ー
ト
、
西
ル
ー
ト
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討

○ 

バ
ス
停
位
置
は
地
域
で
検
討
し
て
も
ら
う

○ 

路
線
バ
ス
は
幸
手
駅
〜
浮
戸
の
往
復
、
新
た

な
交
通
は
江
川
〜
南
栗
橋
駅
の
往
復
と
す
る

○ 

日
中
の
時
間
帯
は
、
現
在
の
幸
手
駅
〜
町
役

場
か
ら
南
栗
橋
駅
ま
で
延
伸
す
る
よ
う
朝
日

バ
ス
に
要
望
す
る

平
成
25
年
２
月

　
既
存
路
線
バ
ス
の
幹
線
ル
ー
ト
と
町
内
を
循

環
す
る
支
線
ル
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
「
五
霞

町
地
域
交
通
運
行
計
画
案
」
を
作
成

平
成
23
年
２
月

公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
世
帯

対
象
に
実
施

平
成
23
年
４
月

　
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置

平
成
24
年
３
月

　
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

平
成
24
年
７
月

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議

【
検
討
内
容
】
日
常
生
活
の
交
通
に
関
す

る
意
見
交
換

○ 

自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
町
民
が
多

い
○ 

利
用
駅
が
多
く
公
共
交
通
の
ル
ー
ト
が

つ
く
り
に
く
い

○ 

バ
ス
と
鉄
道
の
時
刻
表
が
合
わ
な
い

○ 

町
外
の
生
活
施
設
へ
バ
ス
で
行
く
こ
と

が
で
き
な
い

○ 

バ
ス
の
拡
充
と
バ
ス
路
線
以
外
の
エ
リ

ア
の
交
通
手
段
確
保



新たな公共交通の必要性

利用目的・行き先

ふ

過

ふ

過

今すぐ必要
42％

今すぐ必要
56％

10年後必要
19％

必要ない
8％

必要ない
8％

その他
17％

その他
4％

10年後必要
46％

そ
の
他
の
意
見

・
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）

・
自
宅
ま
で
の
送
迎

・
小
型
の
バ
ス
で
も
良
い

・
歩
行
が
困
難
で
利
用
で
き
な
い
、
バ
ス
停
が
遠
い

・
高
齢
化
で
自
家
用
車
等
の
運
転
が
困
難
に
な
り
必
要

・
五
霞
町
〜
幸
手
駅
間
を
最
低
で
も
30
分
に
１
本
に

・
有
償
サ
ー
ビ
ス
は
必
要

気軽に利用できる運賃

ふ

過

200円
49％

200円
31％

500円
23％

300円
17％

300円
16％

100円
31％

ふ
買い物
66％

その他
18％

通勤・通学
6％

通院
10％

そ
の
他

・
鷲
宮
駅

・
東
武
動
物
公
園
駅

・
杉
戸
高
野
台
駅

・
久
喜
駅

「今すぐ必要」と「10年
後には必要」をあわせ、
多くの人が新たな移動
手段の確保の必要性を
考えていることが分か
りました。

ふれあい祭り来場者アンケート
調査日：平成24年 11月 4日　回答数：163名（町内142名、町外17名）

過疎地有償運送利用者アンケート
調査日：平成24年 11月 2日～ 30日　回答数：39名

過

買い物
10.2%

通院
84.7%

その他
5.1%

ふ

幸手駅
33.1%栗橋駅

22.7%

その他
8.3%

南栗橋駅
35.9%

利用している鉄道駅

駅利用者の目的・行き先

ごみの減量化にご協力ください
　町から排出されるごみの量が年々増加しています。※平成22年度中は、五霞町全体で約3,315トンの
ごみが排出され、1人1日当たりにすると約952gが排出されたことになります。
　みなさんが排出した燃えるごみは、焼却施設において焼却され、最終処分場へ埋立処分されています。
缶類、びん、ペットボトル等の資源物は、リサイクル施設において破砕、圧縮等の処理を行い、再資源化さ
れています。
　町では、このようなごみ処理を行うため、※平成22年度で85,136千円を負担しています。みなさんに
は、ごみの減量化にご協力をお願いします。

家庭で取り組むことができるごみの減量化対策

1生ごみを減量化しましょう
生ごみの70～80％が水分といわれています。
生ごみを出す時には、水分をよく切り、さらに、
天日干しすることにより減量することができます。
コンポストや生ごみ処理機を使用すると
生ごみが肥料として使用できるので、
ごみの減量化につながります。

3使えるものは使用しましょう
野菜の皮などは生ごみとして捨ててしまうのではなく、
できるだけ料理に使いましょう。
また、詰め替えができるものは、
詰め替え用商品を購入しましょう。

2食べ残しをなくしましょう
食べられる分だけ料理して、
できるだけ食べ残しをなくしましょう。

43Rに取り組みましょう

Reduce（リデュース）
エコバックなどを利用して、できるだけ
レジ袋をもらわないようにしましょう。

Reuse（リユース）
壊れてしまったら捨ててしまうのではなく、
修理して使い続けましょう。

Recycle（リサイクル）
ごみとして捨ててしまうのではなく、
資源物は資源物として活用しましょう。

牛乳パックを
可燃ごみとして
出していませんか？

資源物の回収に
ご協力ください

牛乳パックは資源物なので、
切り開いて水洗いをし、乾燥させてから
紙類として毎月第2火曜日にごみ集積所
へ出しましょう。

みなさんの家庭から出された資源物
（紙類、びん類、ペットボトル及び缶類）は
資源物として売却され、売却された
代金はごみ収集やごみ処理などの
費用に充てられています。
資源物は、集積所に出すほかに、地域で
行っている集団回収（廃品回収）に
出すこともできますので、回収に
ご協力ください。
資源ごみ集団回収登録団体には、
さしま環境管理事務組合から回収量に応じて、
1㎏当たり5円の補助金が交付されます。
集団回収の登録方法など詳細は、
生活環境Ｇまでお問い合わせください。

衣類の拠点回収の
実施について

現在、町では衣類を可燃ごみとして
回収し、焼却処分しています。
しかし、衣類は再資源化することが
できる大切な資源物です。
そこで、町では平成25年度、衣類の
拠点回収を実施する予定です。
詳細が決定しましたら、広報紙及び
町ホームページ等により周知します
のでご協力ください。

お問い合わせ：建設環境課　生活環境Ｇ　84―3618（直通）

※環境省「一般廃棄物処理実態調査」から
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人がきらめき　だれもが安心・安全に
暮
ら
せ
る
ま
ち
五
霞
の
実
現
に
向
け
て

公共交通システムの取り組み

公
共
交
通

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
五
霞
町
地
域
公
共
交
通
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議
で
は
、
町
に
ふ
さ
わ
し
い
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
検
討
を
行
う
た
め
、
昨
年
の
11
月
に
ふ
れ
あ
い

祭
り
及
び
過
疎
地
有
償
運
送
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

公共交通システム構築事業の詳しい内容は、
五霞町のホームページに掲載しています。

公共交通に関するご意見・お問い合わせ

掲載場所：【トップページ】→【暮らし】→【住まい・環境・衛生】→【地域公共交通】
ホームページURL　http://www.town.goka.lg.jp/

五霞町総務課企画政策グループ
84―1111　E-mail：soumu@town.goka.lg.jp



ごみの減量化にご協力ください
　町から排出されるごみの量が年々増加しています。※平成22年度中は、五霞町全体で約3,315トンの
ごみが排出され、1人1日当たりにすると約952gが排出されたことになります。
　みなさんが排出した燃えるごみは、焼却施設において焼却され、最終処分場へ埋立処分されています。
缶類、びん、ペットボトル等の資源物は、リサイクル施設において破砕、圧縮等の処理を行い、再資源化さ
れています。
　町では、このようなごみ処理を行うため、※平成22年度で85,136千円を負担しています。みなさんに
は、ごみの減量化にご協力をお願いします。

家庭で取り組むことができるごみの減量化対策

1生ごみを減量化しましょう
生ごみの70～80％が水分といわれています。
生ごみを出す時には、水分をよく切り、さらに、
天日干しすることにより減量することができます。
コンポストや生ごみ処理機を使用すると
生ごみが肥料として使用できるので、
ごみの減量化につながります。

3使えるものは使用しましょう
野菜の皮などは生ごみとして捨ててしまうのではなく、
できるだけ料理に使いましょう。
また、詰め替えができるものは、
詰め替え用商品を購入しましょう。

2食べ残しをなくしましょう
食べられる分だけ料理して、
できるだけ食べ残しをなくしましょう。

43Rに取り組みましょう

Reduce（リデュース）
エコバックなどを利用して、できるだけ
レジ袋をもらわないようにしましょう。

Reuse（リユース）
壊れてしまったら捨ててしまうのではなく、
修理して使い続けましょう。

Recycle（リサイクル）
ごみとして捨ててしまうのではなく、
資源物は資源物として活用しましょう。

牛乳パックを
可燃ごみとして
出していませんか？

資源物の回収に
ご協力ください

牛乳パックは資源物なので、
切り開いて水洗いをし、乾燥させてから
紙類として毎月第2火曜日にごみ集積所
へ出しましょう。

みなさんの家庭から出された資源物
（紙類、びん類、ペットボトル及び缶類）は
資源物として売却され、売却された
代金はごみ収集やごみ処理などの
費用に充てられています。
資源物は、集積所に出すほかに、地域で
行っている集団回収（廃品回収）に
出すこともできますので、回収に
ご協力ください。
資源ごみ集団回収登録団体には、
さしま環境管理事務組合から回収量に応じて、
1㎏当たり5円の補助金が交付されます。
集団回収の登録方法など詳細は、
生活環境Ｇまでお問い合わせください。

衣類の拠点回収の
実施について

現在、町では衣類を可燃ごみとして
回収し、焼却処分しています。
しかし、衣類は再資源化することが
できる大切な資源物です。
そこで、町では平成25年度、衣類の
拠点回収を実施する予定です。
詳細が決定しましたら、広報紙及び
町ホームページ等により周知します
のでご協力ください。

お問い合わせ：建設環境課　生活環境Ｇ　84―3618（直通）

※環境省「一般廃棄物処理実態調査」から

広報ごか　2013．49



財産の
管理

契約を
する時

悪徳商法などの
不利益な契約

協議をする時
判断能力の
不十分な方々

保護 支援

ご存じ
ですか

？

成
年
後
見
制
度

せ
い

ね
ん

こ
う

け
ん

せ
い

ど

おかげ
さまで開業8周年を迎えました
おかげ
さまで開業8周年を迎えました

道の駅　　「ごか」

業開
８
周
年
イ
ベ
ン
ト

20㊏20㊏21㊐21㊐4月4月
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成
年
後
見
制
度

◆�

身
寄
り
が
い
な
い
か
ら
、
も
っ

と
高
齢
に
な
っ
て
認
知
症
に
な

っ
た
と
き
の
こ
と
が
心
配

◆�

銀
行
で
父
の
入
院
費
用
を
代
わ

り
に
下
ろ
そ
う
と
し
た
ら
、
銀

行
か
ら
「
後
見
人
」
に
な
っ
て

と
言
わ
れ
た

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
た
め
に
、
財
産
を

狙
わ
れ
た
り
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
損
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
法
律
面
や
生
活
面

で
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
任
意
後
見

と
法
定
後
見
の
２
つ
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

（１）
任
意
後
見

　
将
来
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
と
き

に
備
え
て
、
「
誰
に
何
を
頼
み
た
い

の
か
」
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
く
制
度
で
す
。
公
証
人
役
場
で
公

正
証
書
を
作
成
し
て
、
任
意
後
見
人

と
な
る
人
と
任
意
後
見
契
約
を
締
結

し
て
お
き
ま
す
。

　
判
断
能
力
が
衰
え
た
と
き
に
、
家

庭
裁
判
所
に
「
任
意
後
見
監
督
人
」

選
任
の
申
立
て
を
し
て
、
監
督
人
が

選
ば
れ
る
と
任
意
後
見
人
の
活
動
が

開
始
し
ま
す
。

（２）
法
定
後
見

　
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害

に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

を
、
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

財
産
管
理
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

契
約
、
施
設
、
病
院
の
入
退
所
契
約

等
を
、
本
人
の
福
祉
や
生
活
に
配
慮

し
な
が
ら
、
本
人
に
代
わ
っ
て
家
庭

裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
後
見
人
等
が

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
法
定
後
見
人
に
は
取

消
権
が
与
え
ら
れ
、
本
人
が
行
っ
た

不
必
要
な
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
申
立
て
書
類
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
本

人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
に
申
立
て
を
し
ま
す
。
家
庭
裁
判

所
の
調
査
官
が
申
立
人
や
本
人
、
後

見
人
等
候
補
者
と
面
接
し
、
必
要
に

応
じ
て
鑑
定
・
照
会
を
行
い
、
審
判

が
確
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局

に
登
記
さ
れ
る
と
後
見
人
等
の
活
動

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
、
知
的
障
害
者
ま
た

は
精
神
障
害
者
で
「
親
族
が
い
な
い
」

「
親
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
成
年
後
見
制
度

を
申
立
て
す
る
人
が
い
な
い
方
を
支

援
し
ま
す
。

支
援
内
容

◆�
町
長
が
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、
後

見
等
開
始
の
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

◆�

申
立
て
に
係
る
費
用
を
町
が
負
担

し
ま
す
。（
た
だ
し
、
本
人
の
所
得

状
況
に
よ
り
費
用
の
一
部
ま
た
は

全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
健
康
福
祉
課

　
高
齢
者
支
援
Ｇ
・
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（84）
０
７
６
５

　

　
道
の
駅
「
ご
か
」
は
、
平
成
17
年
４
月
23
日
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
利
用
者
は
、
約
85
万
人
と
な
る
見

込
み
で
す
。
お
米
を
は
じ
め
、
安
心
安
全

な
新
鮮
野
菜
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
食
材
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
五
霞
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
焼
シ
ュ
ウ

マ
イ
・
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
春
巻
き
等
）
も
新
商
品
を
開
発

し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
道
の
駅

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
五
霞
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
や
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
踊
り
、
お
楽
し

み
大
抽
選
会
な
ど
、
様

々
な
催
し
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
様
に
大

人
気
の
「
ふ
わ
ふ
わ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
」
も
登
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

家
族
揃
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
(株)
五
霞
ま
ち
づ
く
り

　
　
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
道
の
駅
ご
か
）

　

（84）
１
０
０
０
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海洋センタースポーツ教室講座生募集!!

○スポーツ教室を受講される方は、スポーツ安全保険に加入していただきます。なお、教室中の事故については、責任を負いかねます。
○募集期間　４月６日（土）～４月28日（日）※集まり次第、締切りとします。
○申込方法　練習用ボール代（１人）500円、保険料（１人）800円を添えて、直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。
○対 象 者　町内在住・在学の方　　○お問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　84―3533

教室名 回数 対象者 募集人数 開講日 開講時間 開講式 場所 講師
子ども硬式テニス
（低学年）

8回
小学1～3年生 10人

毎　週
日曜日

8:40～10:10
５月12日（日） 町テニスコート 植竹和彦

子ども硬式テニス
（高学年） 小学4～6年生 10人 10:20～11:50

対象
税等

町　税　等
学校給食費 介護保険料 保育料 上下水道料金 下水道

受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
教育委員会
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ

税　　務Ｇ
学校教育Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）3000 （84）3000

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
４
月
30
日
(火)

　
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

※ 

教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
Ｇ
）
の

通
常
連
絡
先
　

（84）
１
４
６
２

 

（
建
設
環
境
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
微
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）
濃
度
の
日
平
均
値
が

70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト

ル
（
暫
定
的
な
指
針
と
な
る
値
）
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
注
意

喚
起
の
メ
ー
ル
配
信
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話
に
て

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ー
ル
配

信
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
す
る
場
合
は
、

茨
城
県
環
境
対
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.taiki2.pref.

ib
araki.jp

/koukagakusm
og/

）
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
か
ら
登
録
す
る
場
合
は
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
込
み
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

建
設
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

微
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）

注
意
喚
起
メ
ー
ル
の
登
録
に

つ
い
て

ＱＲコード

町
放
射
線
量
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

五霞幼稚園
五霞保育園

五霞第一幼稚園
川妻保育園

五霞中学校

五霞西小学校

五霞東小学校

南児童館

西児童館

測定場所

大気測定値

採水日

川妻浄水場

行田浄水場

水道水測定値単位：マイクロシーベルト
単位：ベクレルキログラム

※大気中の測定に使用している機器の性能上、茨城県の測定結果と差異が生じる場合があります。
※測定は、天候や風向きなどの気象条件によっても変わります。
○大気中測定値のお問い合わせ　総務課 （84）1111

○水道水測定値のお問い合わせ
　上下水道課 （84）3000

ヨ ウ 素

セシウム

ヨ ウ 素

セシウム

いつもより上下を詰めてる

0.069

0.089

0.074

0.065

0.077

0.091

0.062

0.068

0.070

0.076

1/23
1/24

2/5
2/8 3/7

0.069

0.077

0.090

0.056

0.067

0.085

0.080

2/21

0.065

0.077

0.079

0.068

0.071

0.100

0.079

3/6
3/7

0.063

0.084

0.079

0.055

2/7

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

　
町
で
は
、
水
道
水
や
大
気
の
測
定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お

り
、
測
定
値
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
、
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
「
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
」
の
測
定
結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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町
長
・
団
長
表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈

◎
優
良
団
員

　
第
１
分
団
　
部
　
長
　
　
齊
木
　
雅
晴

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
瀬
﨑
　
良
太

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
　
小
川
　
真
幸

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
　
山
田
　
佳
直

◎
家
族
協
力
功
労
者

　
第
１
分
団
　
班
　
長
　
　
鈴
木
　
智
聡

　
　
　
　
　
　
御
母
堂
　
　
　
　
　
妙
子

　
第
１
分
団
　
班
　
長
　
　
松
本
　
直
和

　
　
　
　
　
　
御
母
堂
　
　
　
　
さ
よ
子

　
第
２
分
団
　
部
　
長
　
　
竹
内
　
崇
真

　
　
　
　
　
　
令
夫
人
　
　
　
　
香
保
里

　
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
細
井
　
文
暁

　
　
　
　
　
　
令
夫
人
　
　
　
　
　
由
佳

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
　
岡
野
　
友
功

　
　
　
　
　
　
令
夫
人
　
　
　
　
　
雅
子

　
第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
菊
地
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
令
夫
人
　
　
　
　
　
亜
耶

団
長
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈

　
東
京
阪
村
機
械
(株)

（ 

平
成
24
年
６
月
４
日
、
建
物
火
災
防
火
水

槽
に
よ
る
消
火
活
動
協
力
）

◎
永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
　
松
本
　
正
行

　
第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
　
渡
辺
　
毅
史

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
　
田
崎
　
能
之

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
　
　
木
村
　
健
一

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
　
　
飯
原
　
良
昌

◎
永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
５
年
以
上
）

　
第
１
分
団
　
部
　
長
　
　
　
杉
田
　
陽
一

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
　
　
秋
葉
　
英
貴

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
　
　
坂
本
　
雅
史

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
　
　
松
本
　
義
光

　
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
　
玉
村
　
周
一

　
第
２
分
団
　
部
　
長
　
　
　
栗
原
　
信
一

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
　
薄
井
　
竜
一

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
　
石
橋
　
輝
一

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
　
山
下
　
泰
博

　
第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
　
青
木
　
敏
紘

　
第
３
分
団
　
班
　
長
　
　
　
影
山
正
一
郎

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
　
　
三
浦
　
秀
勝

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
　
　
笈
沼
　
将
行

　
第
４
分
団
　
部
　
長
　
　
　
堀
越
　
智
浩

特
別
表
彰

第
63
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

県
西
地
区
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
出
場
選
手

指
揮
者
　
第
１
分
団
　
団
員
　
内
田
　
和
明

１
番
員
　
第
１
分
団
　
団
員
　
印
田
　
羊
一

２
番
員
　
第
１
分
団
　
部
長
　
杉
田
　
陽
一

３
番
員
　
第
１
分
団
　
団
員
　
松
本
　
義
行

４
番
員
　
第
１
分
団
　
団
員
　
猶
　
　
浩
二

補
助
員
　
第
１
分
団
　
団
員
　
坂
本
　
雅
史

茨
城
県
知
事・
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

◎
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員（
勤
続
10
年
以
上
）

　
元
第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
中
山
喜
四
郎

　
元
第
３
分
団
　
班
　
長
　
　
篠
﨑
　
秀
樹

　
元
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
栗
原
　
　
浩

　
元
第
４
分
団
　
部
　
長
　
　
島
田
　
光
成

　
元
第
４
分
団
　
部
　
長
　
　
伊
藤
　
貴
浩

◎
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員（
勤
続
５
年
以
上
）

　
元
第
１
分
団
　
部
　
長
　
　
生
井
　
隆
之

　
元
第
１
分
団
　
班
　
長
　
　
江
森
　
裕
一

　
元
第
１
分
団
　
班
　
長
　
　
渡
邊
　
政
行

　
元
第
１
分
団
　
団
　
員
　
　
徳
島
　
隆
廣

　
元
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
柴
田
　
　
浩

　
元
第
２
分
団
　
団
　
員
　
　
高
橋
　
　
覚

　
元
第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
大
谷
　
昌
靖

　
元
第
３
分
団
　
団
　
員
　
　
飯
島
　
一
義

　
元
第
４
分
団
　
団
　
員
　
　
関
根
　
秀
昭

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

◎
優
良
分
団

　
五
霞
町
消
防
団
第
３
分
団

町
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
30
年
以
上
）

　
本
　
　
部
　
副
団
長
　
　
　
知
久
　
英
一

◎
永
年
勤
続
消
防
団
員
（
勤
続
15
年
以
上
）

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
　
　
中
村
　
　
浩

　
３
月
３
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平

成
25
年
五
霞
町
消
防
春
季
点
検
式
が
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
長
は
じ
め
、
衆
議
院
議
員
、

県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
、
行
政
区
長
、

近
隣
市
町
の
消
防
関
係
者
な
ど
多
数
の
来
賓

が
出
席
す
る
中
、
人
員
、
服
装
、
姿
勢
及
び

手
帳
の
点
検
、
車
輛
を
使
っ
た
機
械
器
具
点

検
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
長
年
の
功
績
に
対
し
、
次
の
方
々

に
表
彰
状
等
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
受
賞
者
名
》
敬
称
略

消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達

◎
表
彰
旗

　
五
霞
町
消
防
団

◎
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
（
第
２
号
報
償
）

　
元
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
荒
川
　
博
之

　
元
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
小
野
寺
孝
之

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

◎
功
績
章

　
本
　
部
　
副
団
長
　
　
　
　
知
久
　
英
一

茨
城
県
知
事
表
彰
伝
達

◎
永
年
勤
続
功
労
章
（
勤
続
20
年
以
上
）

　
本
　
部
　
団
　
長
　
　
　
　
松
本
　
明
夫

平
成
25
年

五
霞
町
消
防
春
季
点
検
式
が

厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
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·•◦まちのわだい◦•·

　
２
月
24
日
、
五
霞
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

目
的
と
し
た
講
演
会
が
多
く
の

方
々
の
来
場
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
講
師
に
元
東

京
個
人
タ
ク
シ
ー
太
陽
協
会
会

長
の
青
野
輝
子
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「
仕
事
に
男
も
女
も
な
い

〜
が
む
し
ゃ
ら
人
生
論
〜
」
と

題
し
て
、
長
年
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
を
さ
れ
た
経
験
を
も
と

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
笑
い
の

あ
ふ
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。
聴
講
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

出
会
い
の
大
切
さ
や
、
男
女
共

同
参
画
の
大
切
さ
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
霞
町
男
女
共
同
参
画

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

●
幼
児
交
通
安
全
教
室

　
２
月
13
日
に
五
霞
第
一
幼

稚
園
、
３
月
１
日
は
五
霞
幼

稚
園
に
お
い
て
、
幼
児
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全
教
育

講
師
に
よ
る
腹
話
術
、
五
霞

町
交
通
安
全
母
の
会
に
よ
る

紙
芝
居
を
実
施
し
、
笑
い
の

中
で
分
か
り
や
す
く
、
幼
児

た
ち
に
交
通
安
全
を
教
え
ま

し
た
。

　
幼
児
の
交
通
教
育
は
、
大

変
重
要
で
す
。
保
護
者
、
先

生
、
地
域
が
協
力
し
て
、
幼

児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
高
齢
者
対
象

　
交
通
安
全
教
室

　
２
月
26
日
、
ひ
ば
り
の
里

に
お
い
て
、
原
宿
台
老
人
ク

ラ
ブ
・
新
幸
谷
い
き
い
き
サ

ロ
ン
を
対
象
に
五
霞
町
交
通

安
全
母
の
会
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
反
射
材
の
効
果

の
説
明
、
転
倒
防
止
に
よ
る

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
及
び
危
険
を

予
知
す
る
と
き
に
働
く
脳
を

活
性
化
さ
せ
る
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
を
広
め
ま
し
た
。

●
五
霞
東
・
西
小
学
校

　
３
年
生
交
通
安
全
教
室

　
２
月
19
日
、
五
霞
東
・
西

小
学
校
交
通
公
園
に
お
い
て
、

３
年
生
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
境
地
区
交
通
安

全
協
会
五
霞
支
部
、
五
霞
町

交
通
安
全
母
の
会
、
境
警
察

署
の
指
導
の
も
と
、
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
、
点
検
の

仕
方
な
ど
を
身
に
つ
け
、
安

全
な
自
転
車
走
行
を
学
び
ま

し
た
。

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
町
で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
、
放
射
能
に
よ
る
被
害
の
発
生
な

ど
、
今
後
、
次
の
い
ず
れ
か
の
市
や
町

で
災
害
が
起
き
た
場
合
に
、
救
援
・
救

助
活
動
や
食
料
や
水
の
供
給
な
ど
、
相

互
の
応
援
協
力
体
制
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
目
的
に
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

【
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
】

○
締
結
日
　
１
月
30
日

○
締
結
市
町
（
県
内
12
町
村
）

茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
、

大
子
町
、
美
浦
村
、
阿
見
町
、
河
内
町
、

八
千
代
町
、
境
町
、
利
根
町
、
五
霞
町

【
県
西
都
市
災
害
時
応
援
協
定
】

○
締
結
日
　
２
月
19
日

○
締
結
市
町
（
県
西
等
11
市
町
）

古
河
市
、
結
城
市
、
下
妻
市
、
常
総
市
、

笠
間
市
、
筑
西
市
、
坂
東
市
、
桜
川
市
、

八
千
代
町
、
境
町
、
五
霞
町

災害時の応援協定を締結しました

県西都市災害時応援協定
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２
月
22
日
、

中
央
公
民
館

講
堂
に
て
、

平
成
24
年
度

教
育
振
興
大

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
教
育
功
労

者
、
教
育
論

文
応
募
者
14

名
及
び
児
童

・
生
徒
・
学
校
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
各
学
校
の
「
特
色
あ
る
取
組
」
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
学
校
、

家
庭
及
び
地
域
が
協
力
し
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
五
霞
町
の
教
育
の
振
興
に

一
層
努
力
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た

「
大
会
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
社
団
法
人
い
は
ら
き
思
春

期
保
健
協
会
医
師
　
和
田
由
香
氏
を
講

師
に
迎
え
、
「
思
春
期
の
心
と
か
ら
だ

〜
そ
の
理
解
と
対
応
は
〜
」
と
題
し
て
、

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
に
よ

る
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
先
生
方
を
巻
き
込
ん
だ
明
る

い
語
り
口
に
よ
る
ご
講
演
は
、
時
間
を

忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
我
々
大
人
は
、
子

ど
も
た
ち
の
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
し
た
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

五
霞
中
学
校
消
費
者
行
政
出
前

講
座
を
実
施
し
ま
し
た

教
育
振
興
大
会
・
教
育
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
五
霞
中
学
校
に
お
い
て
、

２
年
生
を
対
象
と
し
た
「
消
費
者
行
政

出
前
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
五
霞
町
消
費
生
活
相
談
員

の
松
橋
ひ
ろ
み
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
悪
質
商
法
の
対
処
の
仕
方
」
と
題
し
、

マ
ル
チ
商
法
や
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
な

ど
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
気
を
つ
け
よ
う
！
】

○
一
人
で
決
め
ず
に
話
し
て
み
よ
う
！

○
甘
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
！

○
う
ま
い
話
は
ち
ょ
っ
と
待
て
！

○
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
は
ト
ラ
ブ
ル
サ
イ
ト
！

○
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
落
と
し
穴
だ
ら
け
！

　
１
月
15
日
、
２
月
15
日
、
五
霞
町
商
工

会
の
事
業
に
よ
る
、
(財)
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
五
霞
東
小
・
五
霞
西
小
の
５
年
生
を
対

象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
青
年
部
の
み
な
さ
ん
が

「
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
活
動

さ
れ
、
今
回
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
選

手
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
「
夢
先
生
」
と
し
て
小

学
校
に
迎
え
、
人
格
形
成
に
お
い
て
重
要

な
時
期
で
あ
る
５
年
生
を
対
象
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
夢
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

【
五
霞
東
小
学
校
】

○
水
内
猛
先
生

　
元
Ｊ
リ
ー
グ
浦
和
レ
ッ
ズ
等
で
活
躍

【
五
霞
西
小
学
校
】

○
Ｗ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
（
ワ
ッ
セ
）
先
生

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
で

活
躍
。
足
裏
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
保
持
者
。

　
教
室
の
時
間
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ
90

分
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
夢
先
生
と
一
緒
に
体
育
館
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
「
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ
実
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
場
所
を
教
室
に
移
し
て
、
夢

に
つ
い
て
話
す
時
間
と
な
り
、
先
生
の
こ

れ
ま
で
の
人
生
を
曲
線
で
表
現
し
、
挫
折

し
た
話
や
夢
が
か
な
っ
た
話
を
通
し
て
、

「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
を
児

童
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
は
児
童
た
ち
も
自
分
の

夢
で
あ
る
「
や
り
た
い
こ
と
」「
な
り
た
い

も
の
」
を
一
生
懸
命
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
夢
の
曲
線
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

夢
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
五
霞
東・西
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
たWasse（ワッセ）先生足裏リフティング 水内先生の授業風景



広報ごか　2013．415

·•◦まちのわだい◦•·

関
東
幼
年
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
優

勝
、
全
日
本
幼
年
ボ
ク
シ
ン
グ

大
会
へ
出
場
し
ま
し
た

五
霞
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
、
五
霞
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
が
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
評
価
で
最

上
位
の
「
特
Ａ
」
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
評
価
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
が
所
管
す
る
全
国
約
４
８
０

カ
所
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
事
業

実
施
状
況
、
利
用
状
況
な
ど
50
項
目
以

上
を
点
数
化
し
、
６
段
階
で
評
価
す
る

も
の
で
す
。
今
回
の
表
彰
で
は
、
平
成

23
年
度
の
運
営
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
も
、
利
用
者
の
方
々
の
各
種
事

業
へ
の
参
加
、
施
設
の
適
正
利
用
、
マ

ナ
ー
向
上
等
へ
の
ご
協
力
の
結
果
で
す
。

　
今
後
も
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
体
育
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な

活
動
、
運
営
を
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
お
い
て
は
、
今
ま
で

以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
23
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
争
奪

　
兼
町
民
綱
引
き
大
会

○
期
日
　
２
月
17
日

○
会
場
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
参
加
　
４
チ
ー
ム
　
約
40
名

○
結
果

　
優
　
勝
　
ガ
ン
バ
新
田
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
小
福
田
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
じ
ょ
い
ふ
る
本
田
チ
ー
ム優勝したガンバ新田チーム 綱引き大会の様子

　
２
月
10
日
、
兵
庫
県
加
古
川
市
に
お

い
て
、
第
２
回
全
日
本
幼
年
ボ
ク
シ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
五
霞
中
学
校
２

年
山
下
勢
矢
さ
ん
が
関
東
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は
、
12
月
１
日
、
２
日
に

開
催
さ
れ
た
関
東
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ

ン
グ
連
盟
主
催
の
第
２
回
関
東
幼
年
ボ

ク
シ
ン
グ
大
会
に
お
い
て
、
実
戦
競
技

の
男
子
中
学
生
57
㎏
級
に
て
優
勝
に
輝

き
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
１
回
戦

敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
山
下
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

第
26
回
五
霞
近
隣

　
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
新
人
大
会

○
期
日
　
３
月
９
日
・
10
日

○
会
場
　
丸
池
台
野
球
場

　
　
　
　
五
霞
中
学
校
野
球
場

○
参
加
　
10
チ
ー
ム
約
１
０
０
名

○
結
果

　
優
　
勝
　
越
谷
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ（

越
谷
市
）

　
優
　
勝
　
北
川
辺
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

（
加
須
市
）

　
第
３
位
　
五
霞
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ（

五
霞
町
）

　
第
３
位
　
古
河
リ
ト
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
古
河
市
）

　
悪
天
候
の
た
め
、
決
勝
戦
が
続
行
不
可

能
と
な
り
、
中
断
時
に
同
点
だ
っ
た
た
め
、

２
チ
ー
ム
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
霞
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
も
熱
い
プ
レ
ー
で

第
３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第３位　五霞レインボーズ
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平
成
24
年
度
は
、

い
じ
め
に
よ
る
自

殺
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
、
我

が
五
霞
中
学
校
で

も
「
い
じ
め
」
に

つ
い
て
誰
も
が
真

剣
に
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
り
、
学
年
に
応

じ
た
「
人
権
に
関

す
る
道
徳
の
授
業
」

を
授
業
参
観
で
公
開
す
る
な
ど
、

一
人
一
人
を
大
切
に
し
な
が
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

去
る
12
月
６
日
に
は
、
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
生
徒
主
体
に
よ
る

人
権
啓
発
集
会「
か
す
み
集
会
」を

開
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
人
権
作

文
で
県
入
賞
の
１
年
生
中
川
琴
音

さ
ん
か
ら
「
当
た
り
前
で
は
な
か

っ
た
幸
せ
」
と
題
し
た
作
文
発
表

や
各
ク
ラ
ス

の
代
表
と
な

っ
た
人
権
標

語
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

「
一
人
一
人

の
人
権
が
ど

う
す
れ
ば
守

ら
れ
る
の
か
」

に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
作

品
で
し
た
。

思いやりの心で明るい社会を

人権週間「かすみ集会」
～一人一人を大切に～

童児 館

こどもの

ひろば

バレンタインのチョコ作り

　
月
の
行
事
予
定

４

　

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

８
日
(月)

・
へ
び
じ
ゃ
ん
け
ん 

15
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

18
日
(木)

・
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム 

22
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

25
日
(木)

　
西
児
童
館
で
は
、
２
月
14

日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

「
チ
ョ
コ
バ
ー
」
を
作
り
ま

し
た
。

　
溶
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
中
に
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
ア

ー
モ
ン
ド
、
コ
ー
ン
フ
レ
ー

ク
を
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
で
ぐ

る
ぐ
る
か
き
ま
ぜ
て
冷
蔵
庫

で
冷
や
し
た
ら
で
き
あ
が
り

で
す
。
半
分
は
お
い
し
く
食

べ
て
、
残
り
は
か
わ
い
く
ラ

ッ
ピ
ン
グ
し
て
家
に
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　
と
っ
て
も
簡
単
で
お
い
し

く
で
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
も
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
パ
ワ
ー
ぜ
ん
か
い 

11
日
(木)

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

15
日
(月)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

19
日
(金)

・
お
に
ご
っ
こ
で
遊
ぼ
う 

25
日
(木)

・
避
難
訓
練 

30
日
(火)

　
ほ
ん
の
少
し
の
気
遣
い
で
周
り
の

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る

と
い
う
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　先
日
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
毎
朝
、
感
染
症
予
防
の
た
め
に
昇

降
口
で
手
指
の
消
毒
を
行
っ
て
い
ま

す
。
シ
ュ
シ
ュ
と
ス
プ
レ
ー
を
し
た

と
こ
ろ
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
返
事
を
返
し
て
く
れ
る
生
徒

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
室
に
ノ
ー
ト
を
提
出

に
来
た
生
徒
が
、
担
当
の
先
生
が
い

な
い
で
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー
ト
の
向
き
を

直
し
、
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
気
持

ち
よ
く
受
け
応
え
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
思
わ
ぬ
感
謝
の
言
葉
や
美
し
い
日

本
語
に
心
が
ふ
わ
っ
と
あ
た
た
か
く

な
り
、
そ
の
日
は
気
持
ち
よ
く
１
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
穏

や
か
な
言
葉
づ
か
い
や
感
謝
の
言
葉

に
は
魔
法
の
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
言
葉
が
自
然
に
出
る
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

マナーアップ入選作品（各クラス１点選出）

五霞町に初雪
そんなある１日の出来事
ちょっと良い話

　
南
児
童
館
で
は
、
年
間
を

と
お
し
て
「
季
節
の
行
事
」

や
「
ク
ッ
キ
ン
グ
」
、
「
マ

マ
と
い
っ
し
ょ
」
等
様
々
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夕
方
に
は
、
幼
稚
園
帰

り
の
親
子
連
れ
や
小
学
生
、

中
学
生
が
遊
び
に
来
ま
す
。

　
特
に
幼
児
は
、
集
団
遊
び

か
ら
学
び
育
つ
様
子
が
よ
く

見
ら
れ
「
や
さ
し
さ
」
「
思

い
や
り
」
「
協
調
性
」
「
我

慢
」
等
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
お
友
達
を
誘

っ
て
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
。

児童館で遊ぼう
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　役場の代表電話は（84）1111です　

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№452）
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
の
助
成
に
つ
い
て

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
成
25
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
検
診

・
脳
ド
ッ
ク
検
診
者
へ
の
助
成
の
受

付
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

る
方
は
、
特
定
健
康
診
査
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
付
　
４
月
22
日
(月)
か
ら

　
※
窓
口
受
付
の
み

○
場
所
　
町
民
税
務
課
（
②
窓
口
）

○
受
付
人
数
　
40
名
　
※
先
着
順

○
対
象
者

　
五
霞
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

平
成
25
年
度
中
に
30
歳
以
上
74
歳
に

達
す
る
方
（
※
国
保
税
完
納
者
に
限

る
。）

○
助
成
額
　
１
５
，
０
０
０
円

○
持
参
す
る
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑

○
検
査
医
療
機
関

　
受
付
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 
（
町
民
税
務
課
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
に

も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
て
住
所
が
変
わ
っ
た
時

は
、
お
早
目
に
お
手
続
き
を
お
願
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
５
月
に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
自
動
車
税
を
納
め
ま
す
と
、

お
支
払
窓
口
か
ら
納
税
証
明
書
（
継

続
審
査
用
）
が
渡
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
納
税
証
明
書
は
、
車
検
の
時

正
確
な
外
国
人
登
録
のお

願
い

に
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
動
車
を
譲
る
場
合
は
、

譲
ら
れ
る
方
に
必
ず
こ
の
納
税
証
明

書
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
証
明
書
に
自
動
車
の

ナ
ン
バ
ー
等
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い

も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
（24）
９
１
８
４

 

（
町
民
税
務
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
ご
自
身
が
使
用
（
所
有
）
す
る

自
動
車
、
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に

生
計
を
一
に
す
る
方
が
使
用
（
所
有
）

す
る
自
動
車
、
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
に
常
時
介
護
す
る
方
が
使
用
す
る

自
動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車

税
を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
障

害
者
の
方
１
人
に
つ
き
１
台
（
軽
自

動
車
を
含
む
。）
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
（24）
９
１
９
０

自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
は

車
検
の
と
き
ま
で

大
切
に
保
管
を

自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

 

（
農
業
委
員
会
）

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に

加
え
、
保
険
料
助
成
を
通
じ
て
担
い

手
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
を
併
せ

も
っ
た
政
策
年
金
で
す
。

○
７
つ
の
メ
リ
ッ
ト

① 

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資

を
自
ら
積
立
、
運
用
し
て
い
く

「
積
立
方
式
」
で
す
。

② 

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

③ 

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら
最

高
６
万
７
千
円
ま
で
、
千
円
単
位

で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

④ 

年
金
は
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
き
、

終
身
に
わ
た
っ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑤ 

早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
な
複
利

方
式
で
す
。

⑥ 

保
険
料
は
全
額
、
所
得
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

⑦ 

認
定
農
業
者
、
青
色
申
告
者
、
家

族
経
営
協
定
締
結
者
等
の
方
は
、

要
件
に
応
じ
て
国
の
保
険
料
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）



（平成25年度保険料月額15,040円）
まとめて納付（前納）すると保険料がおトクになります!!

口座振替では
3,780円
納付書では
3,200円

毎月納めると
180,480円

前納すると
口座振替では
176,700円
納付書では
177,280円

おトク!!
口座振替では
1,030円
納付書では
730円

毎月納めると
90,240円

前納すると
口座振替では
89,210円
納付書では
89,510円

おトク!!

【１年分の保険料】 【６カ月分の保険料】

広報ごか　2013．4 18

　

　

　

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
予
防

接
種
と
な
り
ま
す
。

○�

接
種
方
法
　
委
託
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
で
す
。
直
接
医
療
機
関

に
予
約
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た

場
合
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
物

◆
母
子
健
康
手
帳

◆
予
診
票

◆ 

健
康
保
険
証
な
ど
、
氏
名
や
生
年

月
日
等
が
確
認
で
き
る
も
の

※ 

接
種
対
象
者
・
接
種
回
数
・
予
診

票
・
委
託
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
の
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
発

達
相
談
を
、
月
１
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
別
相
談
で
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

○
日
時
　
４
月
５
日
(金)
、

　
５
月
10
日
(金)
、
６
月
14
日
(金)

○
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

○
持
参
す
る
物
　
学
生
証

○
対
象
期
間
　
４
月
〜
翌
年
３
月

【
若
年
者
の
た
め
の
納
付
猶
予
】

○
保
険
料
　
全
額
を
納
付
猶
予

○
対
象
者

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
（
全
額
免
除

の
基
準
と
同
類
）
以
下
の
方

○
対
象
期
間
　
７
月
〜
翌
年
６
月

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
学
生
納
付
特
例
期
間
や
若
年
者
納

付
猶
予
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
及
び
若
年
者

納
付
猶
予
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
満
額
の

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
下
館
年
金
事
務
所

　

０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

◆
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
子
宮
頸
が

ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
全
額
公
費
負
担
（
無
料
）
に

よ
る
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

方
が
前
納
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、

最
初
に
加
入
さ
れ
た
月
分
か
ら
年

度
末
の
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

※ 

納
付
書
の
発
行
日
に
よ
っ
て
、
前

納
で
納
め
ら
れ
な
い
月
分
の
保
険

料
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

国
民
年
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
お
支
払
い
も
で
き
ま
す
。

【�

経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
は
申
請
免
除
を
】

○
保
険
料

　
全
額
免
除
ま
た
は
３
／
４
、
半
額
、

１
／
４
免
除
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認
め

ら
れ
る
方

※ 

平
成
24
年
度
に
申
請
免
除
が
承
認

さ
れ
た
方
で
、
継
続
し
て
免
除
を

希
望
さ
れ
る
方
の
申
請
は
不
要
で

す
。
た
だ
し
、
年
度
中
に
免
除
の

内
容
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
再
度

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　 

な
お
、
任
意
加
入
被
保
険
者
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
期
間
　
７
月
〜
翌
年
６
月

【
学
生
の
た
め
の
納
付
特
例
】

○
保
険
料
　
全
額
を
納
付
猶
予

○�

対
象
者
　
本
人
の
所
得
が
１
１
８

万
円
以
下
で
、
大
学
（
大
学
院
）
、

短
大
、
高
等
専
門
学
校
等
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生
の
方

※ 

夜
間
、
定
時
制
、
通
信
制
の
学
生

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額

１
５
，
０
４
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
前
納
（
１
年
分
ま
た

は
６
カ
月
分
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

前
納
に
つ
い
て

◆ 

前
納
す
る
と
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆ 

前
納
は
現
金
に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も
可
能
で

す
。

※ 

平
成
25
年
４
月
以
降
に
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
ら
れ
た

す
く
す
く
相
談
の
お
知
ら
せ
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Ｆ
Ａ
Ｘ
で
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

○
活
動
内
容

◆ 

お
見
合
い
の
お
世
話
、
い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
、
登
録
案
内
等

◆ 

結
婚
し
て
家
庭
を
築
く
こ
と
の
大

切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
の

意
識
啓
発
等

◆ 

地
域
活
動
協
議
会
に
参
加
し
、
情

報
交
換
や
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

の
企
画
等

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
茨
城
県
子
ど
も
家
庭
課

　
少
子
化
対
策
室

　

０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
４
３

◆
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　
４
月
19
日
(金)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
（
午
前
９
時
40
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容
　
手
軽
に
で
き
る
家
庭
料
理

○
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費
　
１
人
　
３
０
０
円

○
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限

　
４
月
16
日
(火)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
教
育
委
員
会
）

　
町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
い
る
ご
家
庭
で
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
就
学
さ
せ
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
学
用
品
費
等
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
４
月
中
に
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
Ｇ

　

（84）
１
４
６
２

 

（
町
民
税
務
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
若
者
の
未
婚
化
、

晩
婚
化
対
策
の
た
め
、
若
者
の
出
会

い
の
相
談
や
仲
介
、
い
ば
ら
き
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
等
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
く

方
を
「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
い

る
独
身
男
女
の
「
出
会
い
の
お
世
話
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○�

応
募
条
件
　
県
内
に
在
住
す
る
満

20
歳
以
上
の
方

○�

活
動
期
間
　
登
録
の
日
か
ら
２
年

間
○�
お
申
込
み
方
法
　
役
場
町
民
税
務

課
に
あ
り
ま
す
所
定
の
用
紙
に
て
、

Ⅱ
． 

登
録
が
済
ん
で
い
な
い
飼
い
犬

の
場
合

（１）
注
射
代
金
等

①
狂
犬
病
予
防
注
射
料

 

２
，
９
５
０
円

②
注
射
済
票
交
付
手
数
料

 

３
５
０
円

③
登
録
手
数
料
　
　
２
，
０
０
０
円

※ 

代
金
お
支
払
い
の
際
、
お
釣
り
が

出
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
の
他
、
ふ
ん
を
片
付
け
る
際
に

必
要
な
ス
コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

加
入
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
公
益
財
団
法
人

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
茨
城
県
支
部

　

０
２
９
（
３
０
０
）
４
７
１
０

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
３
３

 

（
建
設
環
境
課
）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
狂
犬
病
予

防
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
現
在
、
犬
を
飼
っ
て
い
て
登
録
し

て
い
な
い
方
や
注
射
を
受
け
さ
せ
て

い
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
予
防
注

射
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
現
在
獣
医

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
医
師
の

指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。）

○
持
参
す
る
物

Ⅰ
． 

登
録
が
済
ん
で
い
る
飼
い
犬
の

場
合

（１） 

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請

書（
３
月
中
旬
に
郵
送
し
た
は
が
き
）

※ 

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請

書（
は
が
き
）を
忘
れ
て
し
ま
う
と

注
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（２）
注
射
代
金
等

①
狂
犬
病
予
防
注
射
料

 

２
，
９
５
０
円

②
注
射
済
票
交
付
手
数
料

 

３
５
０
円

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

デ
イ
ケ
ア
（
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
４
月
４
日
(木)
、

　
５
月
９
日
(木)
、
６
月
13
日
(木)

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指
導
活
動
な

ど
に
最
適
な
保
険
で
す
。
団
体
の
管

理
下
に
お
け
る
活
動
中
の
事
故
、
集

合
・
解
散
場
所
へ
の
往
復
中
の
事
故

な
ど
が
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
で
は
約
１
，
０
０
０
万
人
の
人

々
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
案
内
お
よ
び
加
入
申
込
用
紙
は
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

補
償
内
容
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
や

　役場の代表電話は（84）1111です　

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
に

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
のご

案
内

平
成
25
年
度
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
の
実
施
に
つ
い
て

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

就
学
援
助
に
つ
い
て

募
　
集

日　　　　　時 場　　　所

４月４日（木）
午後１時～２時 川妻生活改善センター
午後２時30分～
　３時30分 役　　場

４月11日（木）
午後１時～２時 ふれあいセンター
午後２時30分～
　３時30分 役　　場

４月14日（日）
午後１時～２時 役　　場
午後２時30分～
　３時30分

原宿台
コミュニティセンター

男
性
の
料
理
教
室参

加
者
募
集
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活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
４
月
10
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
産
業
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予
防
を

目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
３
６
５
日
、
24
時
間
体
制
で
電

話
で
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

に
な
っ
て
、
い
の
ち
の
電
話
の
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
締
切
　
５
月
10
日
(金)

○
応
募
資
格
　
23
歳
〜
63
歳
の
方

○
募
集
人
数
　
40
名
程
度

○
研
修
期
間

　
平
成
25
年
６
月
〜
平
成
26
年
３
月

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
社
会
福
祉
法
人
茨
城
い
の
ち
の
電

話
事
務
局

　

０
２
９
（
８
５
２
）
８
５
０
５

◆
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

茨
城
い
の
ち
の
電
話

電
話
相
談
員
募
集
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

相
　
談

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

茨
城
県
警
察
官
募
集

○
試
験
区
分

　
男
性
警
察
官
Ａ
、
Ｂ

　
女
性
警
察
官
Ａ
、
Ｂ

○
受
験
資
格

［
警
察
官
Ａ
］

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
を
卒
業

し
た
人
、
若
し
く
は
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た

は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
人

［
警
察
官
Ｂ
］

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
人

（
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
勤
務
可

能
な
人
）

○
第
１
次
試
験
　
５
月
12
日
(日)

○
受
付
期
限
　
４
月
16
日
(火)
ま
で

（
消
印
有
効
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

の
場
合
は
、
４
月
15
日
(月)
午
後
５

時
ま
で
受
信
有
効

○
お
問
い
合
わ
せ

　
境
警
察
署

（86）
０
１
１
０

　
ま
た
は
最
寄
り
の
駐
在
所

古
河
市
と
ね
ミ
ド
リ
館
会
場

◆
日
時
　
４
月
６
日
(土)

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

◆ 

対
象
者
　
男
性
・
女
性
共
、
30
代

・
40
代
の
方
、
20
名
ず
つ

境
町
ふ
れ
あ
い
の
里
会
場

◆
日
時
　
４
月
21
日
(日)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

◆
対
象
者
　
男
性
・
女
性
共
、
30
代

・
40
代
の
再
婚
者
・
再
婚
者
ご
希
望

の
方
、
15
名
ず
つ

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
会
場

◆
日
時
　
４
月
27
日
(土)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

◆ 

対
象
者
　
男
性
・
女
性
共
、
40
代

・
50
代
の
方
、
20
名
ず
つ

○�

参
加
費
　
い
ず
れ
も
男
性
４
，
０

０
０
円
、
女
性
１
，
０
０
０
円

※
当
日
徴
収

○�

主
催
等
　
主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
、
共
催
・
い
ば
ら

き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

後
援
・
い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ

ー
タ
ー
県
西
・
県
南
地
域
活
動
協

議
会

※ 

そ
の
他
会
場
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

　

（87）
７
０
８
５（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
境
町
上
小
橋
５
４
０

（
境
町
文
化
村
公
民
館
内
）

　
境
警
察
署
管
内
で
は
、
自
動
車
盗

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
、

貨
物
自
動
車
や
建
設
重
機
が
被
害
に

自
動
車
盗
に
ご
注
意
を

あ
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
人
は
、
深
夜
の
資
材
置
場
や
会

社
駐
車
場
、
車
両
展
示
場
な
ど
車
両

が
多
く
あ
る
場
所
を
狙
っ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
１
カ
所
で
２
台
が
窃
盗

さ
れ
る
事
案
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
や
警
報
機
、
ハ

ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
取
り
付
け
て
あ
っ

た
事
に
よ
り
未
遂
で
済
ん
だ
事
案
も

何
件
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
車
庫
・

車
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ

ー
・
警
報
装
置
・
防
犯
カ
メ
ラ
等
複

数
の
防
犯
装
置
を
取
り
付
け
る
対
策

が
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
犯
人
は
下
見
を
し
て
盗
み

や
す
い
自
動
車
を
探
し
て
い
ま
す
の

で
、
盗
み
に
く
く
す
る
為
に
時
間
を

か
け
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

ユ
ニ
ッ
ク
車
の
場
合
は
、
ア
ウ
ト
リ

ガ
ー
を
張
り
出
す
、
ク
レ
ー
ン
を
伸

ば
す
な
ど
し

て
、
犯
人
に

一
手
間
（
時

間
）
を
か
け

さ
せ
る
こ
と

も
対
策
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
考
え
て
、
犯
人

か
ら
自
動
車
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
日
中
・
夜
間
な
ど
不
審
な
行
動
を

し
て
い
る
人
物
・
車
を
見
か
け
た
ら

１
１
０
番
ま
た
は
境
警
察
署
へ
の
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
境
警
察
署
　

（86）
０
１
１
０

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線227）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数４月の納税 納期限：４月30日（火）です

介 護 保 険 料
国民健康保険料
後期高齢者医療保険料
保 育 料

随 時
随 時
随 時
３月分

健康福祉課 高齢者支援G 84―0006 

町民税務課 税務G 84―1966 

町民税務課 税務G 84―1966 

健康福祉課 社会福祉G 84―0006 

3

9,386

4,701
4,685

3,194

111

38
73

67

	 前月比 －7人	 （－1人）

６
年
１
組
　
齊
藤
　
恭
介

　
今
ま
で
何
の
感
謝
の
気
持
ち
も
な
か

っ
た
け
ど
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
、
人
に
優
し
く
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
父
母
に
感
謝

し
て
い
き
た
い
で
す
。

６
年
２
組
　
荒
井
　
葉
月

　
自
分
史
発
表
を
終
え
て
、
私
が
12
年

間
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、
親
や

周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
色

々
な
と
こ
ろ
で
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
恩
返
し
す
る
た
め

に
も
、
た
く
さ
ん
勉

強
を
し
、
将
来
「
看

護
師
」
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
を
笑

顔
に
し
た
い
で
す
。

６
年
２
組
　
鈴
木
　
　
準

　
僕
は
、
自
分
史
の
学
習
を
し
て
色
々

な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
発
明
家
と
い
う
夢
を
追

い
か
け
な
が
ら
、
親
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
自
分
の
名
前
の
由
来
が

分
か
り
、
少
し
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
い
つ
も
言
え
な
か
っ
た

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
伝

え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
先

生
に
も
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
「
自
分
史
12
年
間
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
本
校
の
６
年
生
全
員
が
小
学

校
最
後
の
授
業
参
観
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し

ま
し
た
。
幼
い
頃
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
集
め
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等

を
活
用
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
編
集

し
ま
し
た
。

　
学
年
主
任
の
西
教
諭
は
、「
今
の
子
は
、

恐
れ
る
こ
と
な
く
パ
ソ
コ
ン
の
未
知
の

機
能
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
く
。」と

ゲ
ー
ム
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
学
習
ぶ
り

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
以
下
、
子
ど
も
た

ち
の
感
想
を
特
集
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

６
年
１
組
　
栗
原
　
奈
都

　
２
月
27
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
授
業
参
観
が

あ
り
、
６
年
生
は
「
自
分
史
」
と
い
う
、

自
分
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
発
表
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
自
分
に

家
族
や
友
達
が
い
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ

と
だ
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が

た
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、
中
学
校
へ
行
っ
て
も
、
こ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
色
と
り
ど
り
の

花
や
木
々
の
新
芽
な
ど
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
す
っ
か
り
春
の
陽
気

に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
き
の
と
う
・
春
キ
ャ
ベ
ツ
・
新

た
ま
ね
ぎ
・
た
け
の
こ
・
菜
の
花
・

セ
ロ
リ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
春
に
お
い
し
い
野
菜
が

旬
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
春

野
菜
に
は
、
新
芽
を
食
べ
る
も
の
や

「
苦
味
」
・
「
香
り
」
の
あ
る
も
の

が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
、
芽
を
出

し
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
素

を
た
っ
ぷ
り
た
め
込
ん
で
い
ま
す
の

で
、
春
野
菜
は
栄
養
満
点
で
す
。
ま

た
、
春
野
菜
特
有
の
「
苦
味
」
・

「
香
り
」
が
、
心
と
か
ら
だ
に
刺
激

を
与
え
、
身
体
機
能
を
活
性
化
さ
せ

る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
は
春
に
な
る
と
、

冬
に
た
ま
っ
た
不
要
な
物
を
か
ら
だ

の
外
へ
排
出
し
よ
う
と
し
ま
す
。
最

近
、
何
と
な
く
か
ら
だ
が
だ
る
い
、

た
く
さ
ん
寝
て
も
眠
い
な
ど
か
ら
だ

の
変
化
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

冬
か
ら
春
へ
の
環
境
の
変
化
に
か
ら

だ
が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、

冬
に
た
ま
っ
た
不
要
物
を
体
外
へ
出

し
始
め
た
サ
イ
ン
で
す
。
栄
養
満
点

で
、
か
ら
だ
の
中
の
掃
除
屋
で
も
あ

か
ら
だ
も
目
覚
め
る
、春
野
菜
！

る
春
野
菜
を
食
べ
て
、
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
春
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
ひ
と

つ
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

（
健
康
福
祉
課
　
管
理
栄
養
士
）

作り方
①�スナップエンドウは筋をとり、春
キャベツは一口大のざく切りする。
塩（分量外）を少し入れた熱湯でさっ
とゆで、水気を切る。スナップエン
ドウは半分に開く。梅干しは種を取
り除き、粗くたたく。

②�ボウルに調味料類をすべて入れ、混
ぜ合わせ、①を加えて和える。

春野菜の梅和え
材料【２人分】
スナップエンドウ…14個
春キャベツ……葉大２枚
梅干し………………１個
　だし汁………大さじ１
　しょうゆ…小さじ1/2
　砂糖………………少々



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w
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発
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日 月 火 水 木 金 土

４月
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お知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）87―8111 友愛：友愛記念病院（古河市）97―3000
日赤：古河赤十字病院（古河市）23―7111

※輪番日及び時間…月・火・水・木・金・土曜日：午後６時～午後11時、日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

毎日の夜間／18時30分～23時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　（84）1965町民税務課

住　　民　　票
戸籍謄本・抄本
印　鑑　証　明

………本人及び同一世帯の方
………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
………印鑑登録証をお持ちの方

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線227）までお申し込みください。

東日本大震災義援金について
　平成26年３月31日（日）まで
受付期間を延長いたします。
　引き続き、皆様のご協力をお願
いします。お預かりした義援金
は、日本赤十字社茨城支部に送金
し、被災者への生活支援や見舞金
に使われます。

○義援金送金額
1,191,224円（3月7日現在）
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可燃ごみ 缶類 びん類・ペットボトル可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類 不燃性粗大ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類 びん類・ペットボトル可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃性粗大ごみ 不燃ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類
昭和の日

西南

西南

西南

友愛

西南

西南 西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

日赤

親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

道の駅８周年イベント
	 （道の駅）

道の駅（定休日）

避難訓練	（西児童館）
町税等夜間収納
	 （各窓口）

おにごっこで遊ぼう
	 （西児童館）
ママといっしょ
	 （南児童館）

3～5カ月児健診
	 （保健センター）

しっぽ取りゲーム
	 （南児童館）

狂犬病予防集合注射
	 （役場）
（原宿台コミュニティセンター）

ドッジボール大会
	 （西児童館）
へびじゃんけん
	 （南児童館）
成人健康相談
	 （保健センター）
道の駅（定休日）

ママといっしょ
	 （南児童館）

ちびっこ広場
	 （西児童館）
男性の料理教室
	 （保健センター）

スポーツ少年団入団式
（Ｂ＆Ｇ海洋センター）
道の駅８周年イベント
	 （道の駅）

ドッジボール大会
	 （南児童館）

消費相談窓口
	 （ひばりの里）

パワーぜんかい
	 （西児童館）
狂犬病予防集合注射
	（ふれあいセンター）
	 （役場）

すくすく相談
	 （保健センター）

ふれあいハート教室
	 （保健センター）
狂犬病予防集合注射
（川妻生活改善センター）
	 （役場）

　広報ごかでは、毎月「我が家
の主役」と題し、３歳ぐらいま
でのお子さまを掲載しています。
このコーナーにあなたのお子さ
まを掲載してみませんか。
　ご希望の方は、総務課または
町ホームページにあります応募
用紙に写真を添えてお申し込み
ください。

　また、写真の提出は、デジタルカメ
ラなどのデータや現像写真でお願いし
ます。
　なお、掲載は受付順となっており、
一度掲載された方は見送らせていただ
きます。

○お申し込み・お問い合わせ
　総務課　企画政策グループ
　（84）1111（内線227）

五霞町イメージキャラクター
「ごかりん」
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人がきらめき だれもが安心・安全に暮らせるまち
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